
発行　京都府宇治市

桐集　広　報　課

〒<1I京Ｅ府宇治市

宇mi琶33S地傘
5 /21
昭和6 1年
(1986年)

電a (0774)22－3141

●毎f! 1 El･ll日･21ロ兄行

第738号

　　市　の　人　ロ

（昭和61一年５月１日現在）

　53,581世帯（前月比528世帯増）

　167,010A （前月比592人増）

　82,777人

　84,233人

世帯数

人　口

　　男

　　女

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
者

ミ ミ
ミ ミ ー ミ ＝

　
委
員
は
、
社
会
的
に
信
望
万
あ

り
、
職
務
を
行
う
の
に
必
要
な
ス

ポ
ー
ツ
に
吻
す
る
知
識
、
更
に
熱

意
と
能
力
か
痔
つ
人
の
中
か
ら
選

ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
ご

ろ
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
な
い
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

ス
キ
・
Ｉ
ツ
教
室
や
ひ
ろ
ば
を
開
設
。

市
民
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

担
い
手
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口

の
拡
充
を
図
る
と
共
に
、
ス
ポ
ー

ツ
教
室
の
終
了
後
も
ス
ポ
ー
ツ
を

継
続
出
来
る
ぶ
つ
、
サ
ー
ク
ル
の

結
成
や
育
成
の
た
め
に
援
助
し
て

い
ま
す
。

　
体
育
指
導
委
員
は
、
’
ス
ポ
ー
ツ

教
室
や
ひ
ろ
ば
で
の
指
導
だ
け
に

と
μ
蛋
ら
予
、
市
民
が
行
う
ス
ポ

ー
ツ
行
事
に
関
し
、
求
め
に
応
じ

て
指
導
・
助
言
も
行
っ
て
い
ま
す
。

何
で
も
お
気
軽
に
、
最
寄
り
の
体

育
指
導
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
昭
和
三
土
八
年
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
法
に
基
づ
き
、
翌
三

十
七
年
四
月
一
日
、
市
体
育
指
導

委
員
に
関
す
る
規
則
を
制
定
。
こ

▲市民スポーツまつりで実技指導を行う体育指導委員（60年10月10日、太陽が丘で）

　　　　　　　　　　　　宇治市体育指導委員会体制表

れ
に
よ
り
体
育
指
導
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
以
来
体
育
指

導
委
員
が
市
民
に
ス
ポ
ー
ツ

の
実
技
を
は
に
ゐ
と
す
る
指

導
・
助
言
を
行
い
、
草
の
根

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
取
り
組

ん
で
果
て
い
ま
す
。

委　只　長 副委U 長 企画連営委員
地　域　　部　会 種　　目　　部　会

部　会　名 部　長　名 部　会　名 部　長　名

井上　陽男

福山　秋文

内川　中彦

西村　宏

西村　昭彦

井本　茂笑

坂田　耕作

辻川　直行

中村　武師

中島　一夫

村上多加子

水野　信孝

角　　進一

木　　幡 細江　久典バドミントン 細江　久典

　　　戸・　、｀ﾉヽ
東　于1ll 井本　茂美｀ 卓　　球 藤沢　寛治

宇　　治 坂田　耕作ソフトボール 坂田　耕作

　　　ｆΣ●　ごム
西　于ｎｌ 吉田　新治 軟式テニス 岩口　　求

南宇治･広野西村　宏 バレーボール 西山　正

西　小　介 横川　正隆 水　　泳 辻川　直行

北宇治･横島角　　進一 軽スポーツ 内川　中彦

学区 氏　　名 住　　　　所 電　話 学区 氏　　名 庄　　　　所 電　話

広南

　f･●
野于

　治

中中

学

区

中島　一人神明肖束91－6 22－0707
木
幡

中

学
区

細江　久典木幡金草原46 32－3536

山本　俊一広野町尖山2－10 43－7972 船木　君了木幡平咤50－9 32－2719

佐藤紀代子木幡南山9－263 32－6292
井上陽?i 広野町西裏6 41－7583

永谷三之丞 六地蔵札ノ辻1 31-8035
西村　宏 広野町寺山28-12 43－3770

西山　正 木幡北,';<,2－34 33－0518
占田　　至伊勢田町蔭田1－32 43－3684

西村　昭彦木幡熊小路19－34 33－0621
中村　片一大久保町旦椋3－4 43－1649

束

宇
治
中

学
区

藤沢　寛治 五ヶ庄寺界道40－3 32－6868
廣庭　尚平大久保町平盛6－177 43－3860 中原　保江 五ヶ庄新開12－54 32－4065

井上れいｆ
大久保町旦椋65－1
府営西大久保I刊地16-403 44－2195 井本　茂美 五ヶ庄芝ノ束14－1 32－5846

肥夏　一男
大久保町平盛31－1
府営西大久保団地43-301 44-4778 竹内　明/■五ヶ庄平ffll－1

31－8610

33 －066(

西
小？

差

田中　　収 小倉町南浦81－10 22－2923 桜井　正章五ヶ庄広岡谷1 32－1729

横川　正隆小倉町西浦88 22－2373 福山　伏文 菟道中1田15－18 22－9458

山西　存了･五ヶ庄折坂21－75 33－2461
村上勁U/■ 伊勢田町遊田.63－8223－0051

内川　中彦 菟道只川37 21－2551
中付　竹- 伊勢田町南遊田32－522－9295

高橋　政雄志津川西組14 23－8263

横北

　r・.●
鵬':

　jJ .
　柚

中中

学

区

山本　岩央 小倉町天王17 22－1515
宇

治
中

学
区

坂田　耕作宇治山本69－11 22－1650

沁水　札了宇治蔭山68－88 23－3675 西村　　忍 宇治妙栗86コーポラス三光ぶ 23－2230

水野　信孝小倉町堀池39－113 22－302H 市川　紀和宇治野神1－173 24－2049

田村　忠夫小倉町西浦60－12 23－1283
真名f･祥子宇治野神1－114 23－1290

辻川　直行 伸明宮北40－4 22－7940
角　　進一小倉町春日森55－27 20－0220

西
宇
治
中
学区

岩口　　求神明石塚39－49 23－6569
辻　繁肖･ 槙島町幡貫39－6 22－0225

中村　武師 天神台2丁目1－92 23－7591
山本　一男横島町南落合32－9 23－6356 古田　新治 伊勢田町中山17－11 41－6043

小林　f:f- 横島町十六38－36 23－1714 坂眼　由洋
伊勢田町名木Ｉ丁目I－282
幽十,riローレルコートD－402 43－7843

宇
治
市
体
育
指
導
委
員
学
区
別
名
簿
（
敬
称
略
）

593

ＴＥＬＰＨＯＮＥ－ＳＥＲＶＩＳＥ　声の広場　宇治市政ダイヤル電話20-0100　２

４時間

体育指導員決まる

61・62年度

お
気
軽
に
ご
相
談
を

５月10日に総合竣工式

折居清掃工場･粗大ごみ処理施設



1986年（昭和61年）５月21日発行（2)りよだ（

年１度は健康診査とガン検診

　
世
界
一
の
長
寿
国
に
な
。
つ
た
日
本
。
し
か
し
そ
の

一
方
、
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
成
人
病
は
ま
す
ま

す
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
深
刻
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
ガ
ン
・
脳
卒
中
・
心
臓
病
は
死
亡
原
因
の

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
は
、
自
覚

症
状
が
現
わ
れ
た
と
き
に
は
病
状
が
か
な
り
進
行
し

て
い
る
場
合
が
多
い
も
の
で
す
。
健
康
な
老
後
を
過

ご
す
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
の
健
康
管
理
が
大
切
で
す
。

成
人
病
の
予
防
や
早
期
発
見
の
た
め
、
年
に
一
度
は

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
市
で
は
、
今
日
か
ら

一
般
健
康
診
査
と
胃
・
子
宮
・
乳
ガ
ン
検
診
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
対
象
は
四
十
歳
以
上
（
子

宮
・
乳
ガ
ン
検
診
は
三
十
歳
以
上
）
の
人
で
す
。
こ

の
機
会
に
積
極
的
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
あ
ん
な
い

▼
申
込
期
間
…
５
月
2
1
日
出
～
５
月
3
1
日
出
ま
で

　
（
５
月
3
1
日
消
印
有
効
）

▼
申
し
込
み
方
法
・
：
郵
送
（
は
が
き
、
ま
た
は
封

　
書
）
か
来
庁
で
。
郵
送
（
封
書
で
二
種
類
以
上

　
申
し
込
む
場
合
は
、
は
が
き
大
の
用
紙
1
0
惣
×

　
1
5
り
’
に
下
の
書
式
に
従
っ
て
記
入
し
同
封
し
て

　
く
だ
さ
い
）
の
あ
て
先
は
、
宇
治
市
役
所
保
健

　
予
防
課
。
い
ず
れ
も
下
の
書
式
に
従
っ
て
お
書

　
き
く
だ
さ
い
。
記
入
不
十
分
な
場
合
や
、
電
話

　
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
来
庁
の

　
場
合
は
、
窓
口
で
申
込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
を
受
け
付
け
た
人
に
は
、
受
診
票
を

　
お
送
り
し
ま
す
。
検
診
の
際
に
は
受
診
票
を
持

　
参
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
票
が
無
い
場
合
は
、

　
受
診
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
次
の
事
項
に
該
当
す

　
る
人
は
。
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
　
※
検
診
料
免
除
事
項

　
①
7
0
歳
以
上
の
人
②
6
5
歳
～
6
9
歳
の
人
で
、
医

療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
③
生
活
保
護
受
給
の

人
④
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
。

▼
問
い
合
わ
せ
…
保
健
予
防
課
（
容
⑩
3
1
4
1
）

　
・
へ
。

　
一
般
健
康
診
査
は
、
健
康
状
態

の
チ
エ
″
ク
と
、
ガ
ン
以
外
の
成

人
病
で
、
主
に
高
血
圧
、
心
臓
病

な
ど
の
循
珊
戻
患
や
肝
臓
病
、

糖
尿
病
の
早
期
発
見
が
目
的
で
す
。

昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
四
十
歳
以

上
の
市
民
を
対
象
に
、
宇
治
・
久

世
の
協
力
医
療
機
関
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
成
人
病
は
、
長
い
間
症
状
も
無

い
ま
ま
進
行
し
、
四
十
歳
を
過
ぎ

た
こ
ろ
石
ち
症
状
が
脚
わ
れ
て
く

指
示
を
守
り
病
根
の
小
さ
い
間
に

治
す
こ
と
が
肝
心
で
す
。

　
健
康
に
自
信
の
あ
る
人
も
無
い

人
も
一
般
健
康
診
査
か
受
け
、
自

分
の
健
康
度
夕
確
か
め
て
ぐ
だ
さ

い
。

　
一
般
健
康
診
査
で
は
、
希
望
者

全
員
に
受
け
て
い
た
だ
ぐ
一
般
診

査
と
、
一
般
診
査
の
結
果
、
医
師

が
必
要
と
認
め
た
人
に
受
け
て
い

た
だ
ぐ
精
密
検
査
と
が
あ
り
ま
す
。

　
－

申
込
は
が
き
（
用
紙
）
の

書
き
方

　
は
が
き
（
ま
た
は
、
用
紙
1
0
芒
×
1
5

ｔ
）
　
一
枚
に
つ
き
、
一
検
診
・
一
人
だ

け
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

□□

表（あて先）裏（一般健康診査用）

郵便はがき・
　　　固ﾛ]国

宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3

宇
治
市
役
所

　
保
健
予
防
課
行

□一般健康診査申込書

氏名U.ﾘｶﾞな)　　性別

年齢生年月日

住　所

電話番号

　
胃
・
子
宮
・
乳
ガ
ン
は
、
検
診

で
の
発
見
率
が
高
く
、
検
査
も
簡

単
で
す
。
ま
た
検
診
で
ガ
ン
以
外

の
多
く
の
病
気
も
見
つ
か
り
早
期

治
療
が
出
来
未
了
。

　
ガ
ン
は
初
期
に
は
全
く
自
覚
症

状
が
無
い
た
め
、
症
状
聚
目
見
し

て
か
ら
受
診
し
て
も
手
遅
れ
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
も

こ
の
機
会
に
ガ
ン
検
診
か
受
け
、

安
心
の
毎
日
を
過
ご
１
　
垂
し
ょ
う
。

裏（胃ガン検診用）裏（乳ガン検診用）裏（子宮ガン検診用）子宮ガン検診
医療機関と検診日

　胃ガン検診申込書

氏名(ふ')ヵ･･な)　　性別

乳ガン検診申込書

氏名にヽりがな）

子宮ガン検診申込書

氏名(ふl)ヵ‘な)
年齢

日〔会場名丿

日C会場名〕

日〔会場名〕

月

月

月

生年月日

住　所

電話番号

第１希望

第２希望

第３希望

年齢

※上記の検診料免除事項に

日
日
日
　
に

月
月
月

生年月日

住　所

電話番号

第１希望

第２希望

第３希望

年齢゛生年月日

　住　所

　電話番号

当する人はその番号を
いてください。

該
書

※上記の検診料免除項目に
　該当する人はその番号を
　書いてください。

診料免除事項に

人はその番号を
ださい。

※上記の検
　該当する
　書いてく

　実施場所は、京都府下（京都

市を含む）の子宮ガン検診実施

医療機関で。実施期間は、６月

２日~ 8月30 日までです。

●受診対象者　30歳以上で市内

　在住の婦人。

●受診方法　市から郵送する受

　診票の注意事項をお読みのう

　え、受診票を持って直接各医

　療機関で受診してください。

●検診料　1,000円（医療機関へ）。

●定員　5,000人。

乳ｶﾞﾝ検診会場と検診日時
I

1

一一
ノ

｜

保
健
医
療
セ
ン
タｌ

６月９日01) ７月14日㈲
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
Ｓ
３
時

６月10日(火)７月15日(火)

６月11日(羽 ７月16日(羽

６月12日(村 ７月17日(村

６月13日出 ７月18日倒

７月７日㈲ ７月21日㈲

７月８日(火)７月22H(火）

7月９日(水)７月23日(羽

７月10日困 ７月24日(村

７月11日(剥 7)125日図

●受診対象者　30歳以上で市内在住

　の婦人。

●受診方法　市から郵送する受診票

　の注意事項をお読みのうえ、指定

　の日時に受診してください。

●検診内容　問診と医師による診察。

●検診料　300円(当日会場で)。

●定員　2,500人。

　なお、生理日前後は避けた方が望

　ましいです。

594

毎日元気で過ごすために

５月21日から受け付け

一
般
健
康
診
査

ガン検診　
胃・子宮・乳

対象

は４

０歳

以上

費用

は無

料
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1台宇（3) 第738号

明口のために

所

● ● ● ● ●

　40歳以上の

人に交付します

る
病
気
の
総
称
で
す
。

　
六
十
年
度
の
一
般
健
康
診
査
で

も
、
多
く
の
人
が
病
気
を
発
見
さ

れ
医
師
か
ら
指
導
を
受
け
て
い

ま
す
（
左
に
掲
載
）
。
検
診
結
果

票
に
は
、
ふ
だ
ん
聞
真
封
な
い

こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
意

味
を
正
し
／
踊
解
し
て
生
活
習
慣

改
善
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。
も
し

病
気
が
発
見
さ
れ
た
ら
、
医
師
の

　健康手帳には、成人病の予防や老後

の健康保持のために必要な事項を書い

ています。また、自分の健康診査や医

療の記録も出来、健康増進に活用して

いただくことが出来ます。

　市では、AO歳以上の人に交付してい

ます。検診時などには、必ずご持参く

ださい。

実
施
要
項

▼
対
象
・
・
・
4
0
歳
以
上
の
市
内
在
住

　
の
人
。
た
だ
し
現
在
、
高
血
圧
、

　
心
臓
病
な
ど
の
循
環
器
疾
患
、

　
肝
疾
恵
、
糟
尿
病
、
貧
血
で
治

　
原
中
の
人
は
受
診
出
来
ま
せ
ん
。

▼
実
施
期
間
・
・
・
６
月
２
日
～
８
月

　
3
0
E
。
お
盆
の
期
間
中
、
休
診

　
す
る
医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
の

　
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
会
場
…
宇
治
市
、
城
陽
市
、
久

　
御
山
町
の
「
一
般
健
康
診
査
協

　
力
医
療
機
関
」
の
ス
テ
″
カ
ー

　
を
掲
げ
て
あ
る
病
院
、
診
療
所
、

　
医
院
。

▼
受
診
料
…
無
料

▼
定
員
…
３
５
０
叉

▼
診
査
内
容
・
：
一
般
診
査
と
精
密

　
診
査
（
た
だ
し
、
精
密
診
査
は

　
一
般
診
査
の
結
果
、
医
師
が
必

　
要
と
認
め
た
人
に
だ
け
実
施
し

　
ま
す
。
心
電
図
検
査
、
血
糖
検

　
査
、
貧
血
検
査
、
眼
底
検
査
）
。

胃ガン検診会場と検診日時
会　　場 実施日 会　　場 実施日

保　健　医　療

セ　ン　タ　ー

６月７日出
開公民分館

６月18日(羽

６月18日出 ６月30日向

６月24日(火) 横島小学校 ６月25日(水)

７月５日倒

西小倉集会所

６月９日(I）

六地蔵公会堂

６月11日(羽 ６月19日(村

６月21日出 ６月28日出

６月27日(剥 ７月１日(火)

木幡公民館

６月12日(木) ７月４日出

６月24日(火)

小倉小学校

６月10日(火)

６月28日出 ６月20日閃

７月４日(匍 ６月26日(木)

宇治小学校

６月13日図 ７月２日(水)

６月25日(水)
伊勢田小学校

６月19日出

６月30日㈲ ７月３日(昶

三室戸集会所

６月16日㈲
大久保小学校

６月23日㈲

６月26日出 ７月３日(徊

７月１日(火)
旦椋公会堂

６月20日(令)

宇治公民館 ６月17日(火) ７月２日(水)

城南荘集会所
６月21日出 平盛小学校 ６月17日(火)

６月27日図 　
時間はいずれも午前９時～11時半

●受診対象者　40歳以上で市内在住の人。

●受診方法　市から郵送する受診票の注意事項をお読みのうえ、受

　診票を持って指定の会場で受診してください。

●検診料　500円（当日会場で）。

●定員　2,000人。

ガン検診

診
。
そ
の
結
果
、
胃
検
診
で
は
四

人
、
子
宮
検
診
四
人
、
乳
ガ
ン
検

診
一
人
に
ガ
ン
が
見
つ
か
り
、
早

期
治
療
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
ガ
ン
は
、
体
の
細
胞
が
あ
る
日

突
然
変
化
し
て
発
病
し
ま
す
。
ガ

ン
細
胞
は
、
成
長
速
度
に
違
い
が

あ
る
も
の
の
放
っ
て
置
く
と
、
と

ど
ま
る
こ
と
な
ぐ
大
き
ぐ
広
か
っ

て
い
き
ま
す
。
や
が
て
、
ガ
ン
細

胞
は
、
い
ろ
い
ろ
な
臓
器
な
ど
に

転
移
し
、
神
経
や
血
管
を
圧
迫
し

破
っ
た
り
し
て
人
体
を
弱
ら
せ
、

つ
い
に
は
死
に
至
ら
せ
ま
す
。

　
本
人
が
気
付
か
な
い
間
に
体
を

む
し
ば
ん
で
い
く
ガ
ン
は
、
定
期

的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
早
期

発
見
、
早
期
治
療
か
ず
る
こ
と
が

第
一
で
す
。

「"〃〃〃〃〃

日本脳炎予防接種

５月28 日から市内各所で

　
五
月
二
十
八
日
か
ら
日
本
脳
炎

予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。

▼
対
象
と
接
種
方
法

　
○
初
回
…
３
歳
以
上
６
歳
未
満

　
で
今
年
初
め
て
受
け
る
幼
児
＝

　
１
週
間
か
ら
２
週
間
の
間
隔
で

　
２
回
接
種
。

　
○
追
加
・
：
昨
年
初
回
（
２
回
）

　
を
接
種
し
て
い
る
幼
児
＝
―
回

　
接
種
。

▼
日
程
・
会
場

　
6
1
年
度
版
「
市
民
力
い
‥
ｙ
ン
ダ
ー

　
と
手
び
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

　
く
だ
さ
い
。
（
保
健
予
防
課
）

595

昨年度の

診査・検診

1
万
2
千
3
百
1
2
人
が

受
診

早
期
発
見
・
早
期
治
療
へ

７
割
が
精
密
診
査

　
昨
年
度
の
一
般
健
康
診
査
の
受

診
者
は
、
二
千
九
百
三
十
三
人
。

年
齢
別
で
は
、
四
十
歳
代
が
九
百

土
ハ
人
（
約
三
一
％
）
、
五
十
歳

代
八
百
十
八
人
（
約
二
八
％
）
、

六
十
歳
代
八
百
三
十
一
人
（
約
二

八
％
）
、
七
十
歳
以
上
が
三
百
六

健康診査

十
八
人
（
約
一
三
％
）
と
な
っ
て

い
毒
了
。
こ
の
内
、
精
密
検
査
を

受
け
た
人
は
二
千
二
百
七
十
＝
人

　
（
約
七
七
・
四
％
）
で
、
そ
の
結

果
、
何
ら
か
の
異
常
が
認
め
ら
元

だ
人
は
Ｉ
エ
〈
百
主
人
（
総
受

診
者
の
約
五
七
％
）
に
。
（
受
診

結
果
の
内
訳
は
右
下
図
）
。

　
ま
た
、
異
常
が
認
め
ら
れ
た
疾

思
の
内
、
上
位
は
貧
血
、
高
血
圧

　
（
境
Ｗ
域
も
含
む
）
が
占
め
、
全

体
の
四
〇
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

や
は
り
四
十
歳
を
過
ぎ
る
と
、
長

い
間
の
岸
屈
習
慣
の
結
果
と
し
て
、

循
環
器
系
疾
患
の
症
状
が
現
わ
れ

て
来
る
こ
と
が
シ
か
が
え
ま
す
。

　
本
市
で
も
こ
こ
数
年
、
成
人
病

が
引
袁
蓄
な
っ
て
死
亡
し
た
人

が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
昭
和
五

十
九
年
に
死
亡
し
た
七
百
十
人
の

内
、
四
百
八
十
四
人
（
約
七
〇
％
）

が
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
な
芦
示

土
台
と
な
り
発
病
す
る
、
脳
卒
中

や
心
臓
病
な
ど
の
循
環
器
疾
患
で

し
た
。

　
高
い
死
亡
率
で
恐
れ
ら
元
て
い

る
脳
卒
中
は
、
脳
の
急
激
な
血
液

循
環
障
害
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の

で
、
脳
出
血
、
脳
血
栓
、
脳
塞
栓
、

１。バランスのとれた栄養を取る

2.毎日変化のある食生活を

3.食べ過ぎを避け脂肪は控えめに

4.お酒はほどほどに

5.たばこは少なくする

6.適量のビタミンと繊維質のもの

　を多ぐ取る

7.塩辛いものは少なめに、熱いも

　のは冷ましてから

8.こげた部分は避ける

9.かびの生えたものに気を付ける

10.日光に当たり過ぎない

n.適度にスポーツをする

12.からだを清潔に

一般健康診査の受診結果く
れ
膜
下
出
血
な
戸
か
あ
り
毒
司

　
自
覚
症
状
が
無
く
、
知
ら
予
知

ら
す
に
重
症
と
な
る
成
人
病
の
予

防
は
、
日
常
生
活
に
気
を
付
け
る

こ
と
、
こ
ま
め
に
検
診
夕
受
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

疾病別の人数

高
い
発
見
率

　
昨
年
度
の
ガ
ン
検
診
は
、
胃
ガ

ン
検
診
二
千
十
二
人
、
子
宮
ガ
ン

　
検
診
四
千
九
百
三
十
九
人
、
乳
ガ

ー
ン
検
診
二
千
四
百
二
十
八
人
が
受

１。f!=胃の具合が悪く、食欲が無

　く好みが変わったりしないか

2.子宮－おりものや不正出血は無いか

3.乳房＝乳房の中にしこりは無いか

4.食道一飲み込む時につかえるこ

　とはないか

5.大腸・直腸=便に血や粘液が混

　じったりしないか、

6.肺－せきが続いたり、たんに血

　が混じったりしないか

7.舌・皮膚一治りにくいかいよう

　はないか

8.じん臓・ぽうこう・前立i=尿

　の出が悪かったり、血が混じっ

　たりしないか

歯
の
ひ
ろ
ば

ガン予防の常識12

カ条

健康手帳

40歳からの健

康手帳

ガンの危険
信号８カ条



対
面
朗
読
や
図
書
案
内

　
宇
治
市
中
央
図
書
館
で
は
六
月

か
ら
、
視
党
に
障
害
が
あ
る
た
め

に
図
書
館
を
利
用
出
来
な
い
人
を

対
象
に
、
対
面
朗
読
、
テ
ー
プ
図
書

や
点
字
図
書
の
貸
し
出
し
、
録
音

テ
ー
プ
に
よ
る
図
書
館
広
報
な
ど

の
視
覚
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

ま
す
。
こ
れ
は
、
宇
治
市
社
会
福
祉

協
議
会
と
宇
治
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
宇
治
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
バ
ン
ク
所
屈
）
の
協
力
を
得
て

行
ラ
も
の
で
す
。
特
に
、
対
面
朗

読
と
テ
ー
プ
に
よ
る
図
書
館
広
報

は
。
宇
治
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
全
面
的
な
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
。

ト
視
覚
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
へ
の
準
備
（
中
央
図
書
館
）

中央

図書館

　
利
用
は
無
料
で
す
。
。
お
気
軽
に

図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
…
市
民
で
、
身
体
障
害
者

　
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
視

　
覚
障
害
者

▼
利
用
手
続
き
・
・
・
本
人
ま
た
は
代

　
理
人
が
宇
治
市
中
央
図
書
館
で

　
利
用
者
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
電
話
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。
、

　
〈
対
面
朗
読
〉

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
休
館
日
を

除
く
火
曜
日
か
公
薩
日
ま
で
の

開
館
時
間
内
に
、
中
央
図
書
館
の

対
面
朗
読
室
で
▼
内
容
・
：
原
則
と

し
て
、
よ
に
っ
き
１
週
１
回
、

２
時
間
以
内
で
、
図
書
館
所
蔵
資

料
を
朗
読
。

　
〈
テ
ー
プ
図
書
・
点
字
図
書
の
賃

　
し
出
し
〉

　
▼
貸
出
数
：
血
添
水
３
冊
に
該

当
す
る
巻
・
冊
数
▼
貸
出
期
間
…

１
ヵ
月
以
内
▼
貸
し
出
し
万
法
・
・
・

郵
送
貸
し
出
し
（
無
料
）
、
ま
た
は

来
館
。

　
〈
声
に
よ
る
図
書
館
広
報
〉

　
図
書
館
利
用
案
内
、
新
着
図
書

の
紹
介
な
ど
を
吹
き
込
ん
だ
録
音

テ
ー
プ
を
、
希
四
手
る
視
覚
障
害

者
に
郵
送
ま
た
は
回
覧
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
宇
治
市
中
央

図
書
館
（
折
居
台
Ｉ
Ｔ
目
１
番
地

・
文
化
セ
ン
タ
ー
内
、
Ｓ
⑩
1
5

1
1
）
ま
で
。
（
中
央
図
書
館
）

　
身
体
障
害
者
が
使
用
す
る
自
動
車

の
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
、
物

品
税
の
減
免
対
象
範
囲
が
、
新
た
に

次
の
ぷ
つ
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　
〈
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
〉

▼
乳
幼
児
期
以
前
の
非
進
行
性
の
脳

　
病
変
に
よ
る
運
動
機
能
障
害
（
上

　
肢
機
能
！
級
～
３
級
。
移
動
機
能

　
１
級
１
６
級
）

▼
ぼ
う
こ
う
、
ま
た
は
直
腸
機
能
障

　
害
（
１
級
・
３
級
・
４
級
）

〈
物
品
税
〉

)身体障害者のﾚ:……ﾚ万＼ｸﾞjj万:万万

十自動車税等減免制度

対象範囲が拡大対象

▼
乳
幼
児
期
以
前
の
非
進
行
性
の
脳

　
病
変
に
よ
る
運
動
機
能
障
害
（
上

　
肢
機
能
１
級
・
２
級
＝
一
上
肢
だ

　
け
に
運
動
機
能
障
害
が
あ
る
も
の

　
忿
除
ぐ
。
移
動
機
能
１
級
～
＆
級

　
λ
Ｋ
体
障
害
者
本
人
が
運
転
す
る

　
場
合
。
移
動
機
能
１
級
ｙ
３
級
１

　
生
計
を
同
じ
ぐ
す
る
人
が
運
転
す

　
る
場
合
。
一
下
肢
だ
け
に
運
動
機

　
能
障
害
が
あ
る
も
の
を
除
ぐ
。
）

▼
ぽ
う
こ
う
、
ま
た
は
直
腸
機
能
障

　
害
（
１
級
・
３
級
）
　
（
福
祉
課
）

囲
気
か
盛
昨
上
げ
る
た
め
の
手
遊

び
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
学
習
会
を
開

き
手
。

　
▼
と
き
・
会
場
・
内
容
・
講
師

・
：
５
月
3
0
日
出
、
総
合
福
祉
会
館

＝
「
手
遊
び
・
ゲ
ー
ム
」
米
谷
由

起
子
さ
ん
。
６
月
６
日
出
・
1
3
日

出
、
中
央
公
民
館
＝
「
ス
ポ
ン
ジ

人
形
作
り
」
人
形
劇
サ
’
・
‐
ク
ル
・

ま
つ
ぽ
っ
く
り
会
員
。
時
間
は
い

ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
参
加

費
・
・
・
五
百
円
（
材
料
費
）
▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：
橋
本
操
さ

ん
（
豊
⑩
1
5
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
：
５
月
2
8
日
南
、
午
後

３
時
半
ト
４
時
▼
と
こ
ろ
…
中
央

公
民
館
保
育
室
▼
内
容
・
：
お
話
、

読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対
象
・
・
・

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
。
参
加

は
無
料
で
す
。
（
中
央
図
書
館
）

　
交
通
遺
児
奨
学
金

　
京
都
府
で
は
、
不
幸
に
し
て
交

通
事
故
で
親
を
矢
っ
た
乳
幼
児
と

児
童
・
牛
徒
に
対
し
、
奨
学
金
の

支
給
な
ど
の
制
度
か
設
け
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
小
・
中
学
生
、
高

校
生
を
対
象
に
次
の
通
り
申
請
を

受
け
付
け
し
ま
す
。

家内労働をする皆さんへ

　家内労働をしている皆さ

んは、委託者から「家内労

働手帳」の交付を受けてい

ますか。手帳は、家内分動

の委託条件などを記入する

契約書といえる大切なもの

です。

　手帳についての問い合わ

せは、京都茜紡基準局賃金

課(aO万一241－3211)へ

　
▼
支
給
額
（
年
額
）
・
・
・
小
学
生

一
万
二
千
円
、
中
学
生
二
万
四
千

円
、
高
校
生
三
亙
〈
千
円
▼
申
請

期
限
・
：
５
月
2
7
日
㈹
▼
申
請
先
・

問
い
<
i
i
i
e
＊
j
…
市
役
所
交
通
労
政

課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
統
計
結
果
報
告
書

　
　
企
画
課
で
頒
布

　
企
画
課
で
は
、
次
の
統
計
調
査

の
結
果
報
告
書
を
頒
布
し
ま
す
。

〈
宇
治
市
の
人
口
＝
6
0
年
国
勢
調

査
概
数
結
果
報
告
書
〉
。

　
昭
和
六
十
年
国
勢
調
査
の
概
数

　
３
柚　

『
　
ｍ

　
回

　
旧

　
間

　
旬

　
働

　
労内

　
家

結
果
報
告
書
で
、
本
市
が
独
自
に

集
計
し
た
も
の
。
小
地
域
毎
に
人

口
・
世
帯
を
集
計
し
て
い
ま
す
。

一
部
二
百
五
十
円
。

〈
宇
治
市
の
工
業
山
一
年
工
彙
統

計
調
査
結
果
報
告
〉

　
工
業
統
計
調
査
は
製
造
業
に
属

す
る
事
業
所
を
毎
年
調
査
し
て
い

る
も
の
で
す
。
一
部
三
百
円
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）

　
宇
治
野
外
彫
刻
展

　
▼
と
き
…
５
月
2
1
日
團
～
６
月

８
日
㈲
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宏
居
文
化

セ
ン
タ
ー
（
市
民
広
場
、
芝
生
庭

園
、
公
民
館
前
広
場
、
図
書
館
中

庭
）
▼
出
品
作
品
・
：
府
立
植
物
園

で
開
か
れ
た
京
都
野
外
彫
刻
展
に

出
品
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
選
ん

だ
1
4
点
。
　
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

規格を変E）▲は減（食用油・しょう油a

596

祉
会
館
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
内
容
・
講
師
…
第

１
回
「
対
面
朗
読
に
つ
い
て
」
、

京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
館
長
・
上
村

邦
夫
さ
ん
。
第
２
回
～
７
回
「
朗

読
技
術
講
習
」
、
宇
治
リ
Ｌ
で
ン

グ
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
・
服
部
畝
美
さ

ん
、
小
野
嘉
子
さ
ん
▼
定
員
…
2
0

人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
・
：
５
月
3
1
日
ま
で
に
、

宇
治
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
宇
治

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
（
容
⑩
5

6
5
4
）
へ
。
こ
れ
は
、
ボ
ラ
ン

ト
ビ
ア
事
業
の
関
連
講
座
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
吊
央
図
書
館
）

　
点
字
教
室

　
京
都
府
盲
人
協
会
宇
治
支
部
が

第
十
一
回
点
字
教
室
を
開
孝
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
８
日
～
6
2
年
３

月
８
日
の
毎
月
第
２
日
曜
日
、
午

後
１
時
Ｉ
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合

福
祉
会
館
▼
費
用
・
・
・
無
料
▼
協
力

・
・
・
点
訳
グ
ル
’
‘
‐
プ
「
宇
治
川
」
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…
６
月

３
日
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
・

宇
治
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
（
容

⑩
5
6
5
4
）
ま
で
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

お
知
ら
せ

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
市
で
は
、
健
康
や
体
力
を
増
進

す
る
た
め
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室

を
開
き
ま
す
。
今
回
募
集
す
る
の

は
次
の
二
教
室
で
す
。
参
加
は
無

料
。
申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
市

民
体
育
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ

電
話
で
。

　
〈
婦
人
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
３
日
叫
～
2
6
日

湘
の
毎
週
火
・
木
曜
日
の
８
日
間
、

午
後
７
時
半
ト
９
時
半
▼
と
こ
ろ

…
神
明
小
学
校
体
育
館
▼
内
容
…

リ
ズ
ム
体
操
、
ジ
ャ
ズ
体
操
、
軽

球
技
、
ス
ト
レ
″
チ
体
操
▼
対
象
・

定
員
・
：
婦
人
3
0
人
（
先
着
順
）
。

　
〈
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
〉

　
▼
と
き
…
６
月
７
日
出
～
2
9
日

間
の
毎
週
土
・
日
曜
日
の
８
日
間
、

午
後
５
時
Ｉ
７
時
▼
と
こ
ろ
・
：
北

横
島
小
学
校
体
育
館
▼
対
象
・
定

員
・
：
小
学
校
５
・
６
年
生
の
男
女

3
0
人
（
先
着
順
）
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
　
「
手
遊
び
」
学
習
会

　
宇
治
児
童
文
庫
連
絡
会
で
は
、

室
内
で
の
子
μ
も
の
集
い
に
、
雰

お買物の

めやす消

費者物価

20（5

月分）

　この公表価格は、５月初めに実施した消費生活モ
ニター店頭価格調企に雌づくものです｡(商工観光課)

品　名 規　　　格
平均
am

価柵状況
妓高
価格 鸚対前月比 吋前年比

灯　　油
18ど店頭

　　円1,189 　　なり▲1.6 　　％A10.8 　　川1,270 　　川1,100

18f配達 1,244▲1.6A10.6 1,3501,150

ガソリン
レギュラー1≪現金
売り 133 1.5▲9.5 135 122

ティッシュ

　ペーノ4－

400tl(入りl粕

(ク'μックス・スコ７テイ) 154 ０ 0.7 168 135

台所用
　　ラップ

サランラップ
30ciiiX20m 204▲5.1▲6.0 238 190

アルミ
　　ホイル 25c≪X8 m 165 0.6 ０ 188 158

シャン■/ー液体ポリ容8i220cc
花王エッセンシャル 230 0.4▲0.9 230 228

洗濯用
　粉石けん

2.4l.g 858▲0.9A 3.2 1,050 580

牛　　肉
すき焼用
中程.度IOOK 344▲6.0▲0.9 450 255

塩さけ 切り身100b 301▲9.6▲8.8 448 150

バレイショ 男爵100g 28 21.7▲6.7 43 18

キャベツ中王約1kg ISO 11.1▲1.6.3 290 100

鶏　　卵
Ｍサイズパック入
lO個 225 ▲2.6 28.6 248 192

食用油 Biffサラダ油
ポリ容器1,000k 516／ ／ 558 320

しよう油キッコーマン濃口
ポリ容器入□ 294／ ／ 368 248

砂　　糖上白1kg 262 1.9 0.4 288 238

小麦粉
Biff小麦扮フラワー
Uk (薄力粉） 208▲1.0▲1.0 250 163

インスタント

　コーヒー
ネスカフェエクセラ
瓶入150 s

1,062 0.5 2.71,098 950

み　　そタヶヤミソag 346 5.2 0.9 358 288

食パン
普通品1斤

（刄ライスしたもの） 169 6.3 5､0 200
　●150

洗≪代 ワイシャツ
自の長そで 161 2.5 4.5 250 100

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
　
　
受
講
者
を
募
集

　
宇
治
市
中
央
図
書
館
で
視
覚
障

害
者
の
た
め
の
利
用
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
す
る
に
あ
た
り
、
中
央
図
書

館
と
宇
治
市
盲
人
協
会
で
は
、
リ

上
で
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
養
成

講
座
を
開
吝
蛋
す
。
講
座
終
了
者

に
は
、
宇
治
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
一
員
と
し
て
、
図
書

館
で
の
対
面
朗
読
な
ど
に
あ
た
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
▼
と
き
・
会
場
・
・
・
第
１
回
＝
６

月
４
日
困
、
中
央
図
書
館
会
議
室
。

第
２
回
１
７
回
＝
６
月
1
0
日
～
７

月
1
5
日
の
毎
週
火
曜
日
、
総
合
福

　
市
で
は
、
六
月
一
日
か
ら
戸

籍
の
謄
・
抄
本
の
請
求
に
際
し

て
、
使
用
目
的
な
ど
の
記
入
と

共
に
、
請
求
者
に
つ
い
て
も
窓

口
で
の
取
り
扱
い
を
一
部
変
更

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
住
民
票
請
求
の
取
り
扱
い

等
も
一
部
変
更
１
　
蚤
す
。

　
戸
籍
は
、
人
が
生
次
れ
て
か

ら
死
ぬ
ま
で
の
間
に
つ
い
て
記

録
し
た
も
の
で
、
本
籍
、
続
柄
、

結
婚
歴
、
出
生
の
嫡
出
性
（
ち

ゃ
く
し
ゅ
つ
せ
い
）
な
ど
、
個

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
深
く
か

か
わ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
記
載
事
項
を
証
明

す
る
戸
籍
の
謄
・
抄
本
等
は
、

広
く
一
般
に
利
用
さ
れ
て
来
ま

し
た
。
し
か
し
、
だ
れ
も
が
戸

籍
に
よ
り
、
個
人
の
記
録
を
明
　
的
人
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守

白
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
、
る
た
め
、
戸
籍
の
謄
・
抄
本
等

結
婚
や
就
職
な
ど
の
際
に
利
用
　
の
請
求
に
つ
い
て
次
の
よ
シ
な

さ
れ
、
そ
の
結
果
差
別
さ
れ
る
　
取
り
扱
い
を
実
施
１
　
蚤
す
。

な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛
ｊ
　
。

　
昨
年
、
弁
護
士
等
の
有
資
格
　
　

家
Ｊ
以
作
惣
１
求

者
を
か
た
っ
て
、
他
人
の
戸
籍
　
　
承
諾
書
ヵ
必
要

の
騰
・
抄
本
等
を
不
正
に
入
手
　
　
▼
請
求
出
来
る
人
は

▼
使
用
目
的
の
記
載
と
は

　
請
求
し
た
戸
籍
の
騰
・
抄
本

　
等
の
使
用
目
的
、
提
出
先
を

　
具
体
的
に
記
載
し
て
い
た
だ

　
き
ま
す
。
な
お
、
不
当
な
目

　
的
（
結
婚
や
縁
談
、
就
職
に

　
つ
い
て
の
身
元
調
査
な
ど
）

　
に
よ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
と

戸
籍
な
ど
正
し
い
利
用
を

６
月
１
日
か
ら
請
求
の
取
り
扱
い
変
更

し
、
密
売
す
る
と
い
う
事
件
が

発
党
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
こ
の
よ
う

に
戸
籍
が
身
元
調
査
な
ど
不
当

な
目
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ま
た
適
正

な
利
用
を
図
り
、
個
人
の
基
本

①
そ
の
戸
籍
に
載
っ
て
い
る
人

②
そ
の
人
の
配
偶
者
と
直
系
血

　
族
（
夫
、
妻
、
父
ほ
、
子
、

　
孫
な
ど
）

③
以
上
の
人
の
「
承
諾
書
」
（
下

　
表
）
を
提
出
し
た
人

④
弁
護
士
等
の
有
資
格
者
．

　
き
は
、
た
と
え
本
人
で
あ
っ

　
て
瓦
采
に
応
じ
身
屁
い

　
こ
と
が
あ
り
杢
す
。

　
請
求
の
際
に
は
印
鑑
か
必
ず

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
戸

籍
の
請
求
は
出
来
る
だ
け
本
人

が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　　承　諾　書

Ｕ戸でニコ

に戸可ニコ

｀提出するためにW民果謄'抄本が

必要ですので､代理人二

が請求することについて承諾しました。

　
「
住
民
票
」
請
求
も

　
６
月
１
日
か
ら

　
住
民
票
の
謄
・
抄
本
は
六
月

一
日
か
ら
、
特
別
の
請
求
が
あ

・
る
場
合
怠
苫
、
「
世
帯
主
と

の
続
柄
」
や
「
本
籍
な
ど
」
が

省
略
さ
れ
た
も
の
と
な
り
ま
ず
。

ま
た
、
交
鉱
采
の
時
は
印
鑑

年　月　日

　　　　　図

宇治市長殿　住所

　　　承諾者氏名

　　　　　　生年月日

が
必
要
と
な
り
未
了
。
そ
の
外
、

家
族
以
外
の
人
が
請
求
す
る
時

は
、
承
諾
書
を
必
要
と
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
戸
籍
や
住
民
票
の
謄
・
抄
本

等
の
適
正
な
利
用
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
（
市
民
課
）

視
覚
障
害
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
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